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前回のあらすじ 

空海が密教の全体像を入手して日本 
に帰ってみると、守敏とかゆぅ凡僧が 
法力を手品まがいにスペクタクルして 
良い気になっておる。空海は正義感か 
ら彼を打倒した。しばらくして都に日 
照りが続き、帝が空海に請雨の修法を 
命じた時のことである。七日間の析禱 
にもかかわらず I 片の雲さえ現れない 
ので、何かあると感じた空海が心眼を 
こらして三千世界を見通したところ、 
雨を呼ぶ竜神らが守敏のまじないによっ 
て水瓶の中にとじこめられていた。 

これでは雨はふらぬ、わしの負けか 
と倒れた空海を不思議な力が持ち上げ、 
はるばる天竺の無熱池まで運んだ。そ 
こで彼は竜を見たのである。 


⑩ 





天竺の無熱池にただ I 人守敏の呪力か 
ら逃れている善女竜王を発見した空海 
は、精根尽き果てた体の回復も待たず 
帝に修法の延長を奏請した。 




しかし、インドは遠い。延長戦に入つ 
て十日、二十日とたつてもやはり都の 
上空にはちぎれ雲ひとつわだかまるこ 
とがなかつた。 


帝はその後、二七日間の延長をお許し 
になり、再度苑内には読経の声がみち 
あふれたのである。 














守敏の呪力を逃れるほど遠い天竺の無 
熱池。その底深く眠る善女竜王を極東 
の神泉苑に勧請するなどやはり無理で 
あつたかと誰もが諦めたが空海だけは 


そして二七日めの早朝、ついに奇蹟は 
起つたのである。 
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信じて疑わなかつた。 
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と言って喜んでいたのだが、その長細 
いものは実はちょっと大きめの蛇だっ 
た0 

















善女竜王が地も裂けるよぅな大声で笑 
ぅと、上空にはたちまち大きな灰色の 
雲が集まり 







そして、同時に激しい落雷と豪雨が都 
を襲い、三日三晩続いた。 


四日めにはとうとう 大量の雨水をささ 
えきれ ずに II 馬山から鉄砲水が押し寄 
せ、激流は鴨の土手を越えた。 


市中は屋根の高さまで水があふれ、町 
衆は逃げまどいながら再度善女竜王の 
笑い声を聴いた。 










